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　　伊藤　義人



伊藤の履歴と図書館との関わり伊藤の履歴と図書館との関わり
１９５２年（昭和２７）　名古屋市に生まれる（現在５０歳）
　　　　　　　　　　　　　名古屋市の各区の図書館整備（西図書館利用）
１９８７年（昭和６２）　名古屋大学助教授
　　　　　　　　　　　　　　　数年間「情報検索学講座」に所属
　　　　　　　　　　　　　工学部図書委員　将来構想策定
１９９４年（平成６　）　附属図書館商議員（現在に至る，１０年目）
１９９５年（平成７　）　名古屋大学教授（現在に至る）
１９９７年（平成９　）　図書館システム検討委員会ＷＧ主査
　　　　　　　　　　　　　電子図書館機能に関する報告書
１９９８年（平成１０）　附属図書館電子図書館推進委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２年間）
２０００年（平成１２）　附属図書館館長（現在に至る，４年目）
　　　　　　　　　　　　　国大図協電子ジャーナルタスクフォース主査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現在に至る）
専門：構造工学（橋梁工学），環境情報学



今日の予定今日の予定

1．図書館を取り巻く新しい時代の背景

　　ー図書館経営の観点からー

２．学術情報と電子ジャーナル

３．学術情報の戦略的収集について

　　ー電子ジャーナルコンソーシアムの形成ー

４．図書館の情報発信の必要性

　　　ー名古屋大学の例などー

５．図書館の新しい戦略的連携について

６．質疑応答
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　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境

　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境 その１

情報化社会（図書館の歴史的転換点）

　　デジタル化とインタネット
– 「インターネット爆発」以降の高度情報ネットワーク

社会（媒体の均質性、ボーダーレス、自律的ネット
ワーク、コスト不明瞭などを特徴とする）

　　　 　図書館機能の変革要求

■デジタル情報と紙媒体情報の有機的結合活用

■電子図書館機能と従来型図書館機能の融合
■デジタル情報と紙媒体情報の有機的結合活用

■電子図書館機能と従来型図書館機能の融合



　新しい時代の背景
　大学図書館の現状の環境

　新しい時代の背景
　大学図書館の現状の環境 その２

大学の環境の劇的変化（パラダイム転換）
　　２０世紀型社会から２１世紀型社会
　　　価値観：経済第１主義 環境・人間中心
　

例えば

融合型学問領域（人文社会系と自然科学の融合）

生涯学習，ＮＰＯ．ＮＧＯなどの市民の要求の多様化



　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境

　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境 その３

日本における行財政改革

　　 ■定員削減
　　 ■財政危機 図書館予算の減少

　　　　大学図書館，公共図書館も同様
　　■効率の追求（企業的努力，図書館経営）
　　■国立大学の法人格の取得（平成１６年４月）
　　　　競争と連携



　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境

　新しい時代の背景
　図書館の現状の環境

その４

紙媒体とデジタル媒体資料収集の困難性紙媒体とデジタル媒体資料収集の困難性

学術雑誌の危機と電子ジャーナル学術雑誌の危機と電子ジャーナル

• 学術雑誌の危機（電子ジャーナル以前から）
– 雑誌数の激増、価格の高騰
– 図書館購入予算の低迷
– 価格の高騰→購読中止→価格の高騰の悪循環
– 雑誌価格高騰の諸要因

商業学術出版社の寡占体制



エルゼビア社雑誌の平均単価と指数の推移 ('90=100)
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大学図書館における雑誌購読の実態大学図書館における雑誌購読の実態

日本国内図書館の外国雑誌購入費および受入れタイトル数
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大学予算の低迷？
外国雑誌購入費と受け入れタイトル

３００億円



国立国会図書館における実態国立国会図書館における実態
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名古屋大学附属図書館の図書費配分予算の推移名古屋大学附属図書館の図書費配分予算の推移

図書費配分予算の推移
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文部省配当(万円)

共通経費(万円)

学生１人あたり(円)

学生数　約２倍　（大学院生　約４倍）　１６５００人



国立大学の法人化とは国立大学の法人化とは

文科省の１出先　 　法人格（国立大学法人）の取得

　　　　　　　　　　　　　「大学の活性化，個性化」
　　　　　　　　　　　　　「大学の自主性・自立性には十分配慮する」
独立行政法人ではない．通則法を準用している部分もある．
民営化（私立大学化）ではない：競争はする，

時期：平成１６年４月（今国会で可決予定）
大学数：８９大学（全国立大学，９９から再編・統合）
職員：非公務員型（１２万３千人）

名称の例：国立大学法人名古屋大学
中期目標・中期計画：大学が策定して文科大臣の認可
予算配分：国立大学評価委員会



大学改革の方向と図書館の対応大学改革の方向と図書館の対応

学生（ユーザー）の視点　 　学習空間・学習基盤整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滞在時間の長期化（開館時間）
学生（ユーザー）の視点　 　学習空間・学習基盤整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滞在時間の長期化（開館時間）

個性ある大学　 　個性ある大学を支える図書館
　　　　　　　　　　　 　新しい融合領域，新しい研究手法の支援
　　　　　　　　　　　 　個性ある図書館

　　　　　　　　　　　　　

個性ある大学　 　個性ある大学を支える図書館
　　　　　　　　　　　 　新しい融合領域，新しい研究手法の支援
　　　　　　　　　　　 　個性ある図書館

　　　　　　　　　　　　　

部局の集合から大学中心　 　図書館は大学の顔部局の集合から大学中心　 　図書館は大学の顔

国際化，社会に開かれた　 　図書館の連携，社会貢献国際化，社会に開かれた　 　図書館の連携，社会貢献

大学の経営　 　図書館の経営，業務改革，責任体制大学の経営　 　図書館の経営，業務改革，責任体制

ＩＴ武装化　 　図書館は大学の情報戦略の中心にＩＴ武装化　 　図書館は大学の情報戦略の中心に



大学図書館の経営大学図書館の経営

１．競争と連携
　　　連携：大学の情報発信の核として
　　　　　　　ＪＡＲＬ的（研究中心大学）な協議団体も？
　　　競争：個性ある大学を支える図書館
　　　評価：存置理由を常に問われる
　　　　　　　　時代に合致した自立的変革能力
　　　　　　　　他者評価（説明責任）

２．公共図書館との棲み分け
　　生涯学習，NPO支援
　　
３．地域連携（社会貢献）
　　地域の中核拠点
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電子図書館機能電子図書館機能
　　電子図書館とは、必要な情報を

　　　　○いつでも（１日２４時間）

　　　　○どこにいても（研究室、自宅）

　　　　○ネットワークを介して即座に（インターネットから）

　　　　○電子化された情報として(マルチメディア情報)

第１期：目録の電子化など（遡及入力）

第２期：貴重書などの電子化　 　利用者少数

第３期：電子ジャーナルなど役に立つもの　 　利用者多数

第４期：高度な学習、教育、研究のサポート？

　　　　　新しい学問領域の創成支援，新しい研究手法支援



従来型図書館の限界従来型図書館の限界従来型図書館の限界

• 従来型図書館

– 図書中心

– 分類、配架

– 来館、閲覧

　

　 電子図書館機能との融合

　　　ハイブリッドライブラリー
　　　電子ジャーナルに代表される
　　　　デジタル情報の活用

ものの収集，蓄積整理，閲覧利用ものの収集，蓄積整理，閲覧利用

追加

情報の所在，リンク整理，ポータル情報の所在，リンク整理，ポータル

冊子体の減少を補う方策としても有効



電子図書館機能整備の問題点電子図書館機能整備の問題点

著者権問題著者権問題
■電子図書館機能整備の問題点の原因
　　　奈良先端科学技術大学，国会図書館関西館
■新しい著作権の在り方
　　　ネットワーク上のデジタル情報（劣化しない）
　　　学術情報と文芸作品との性格の違い
■公衆送信権問題など

費用費用
■デジタル化経費
■多数のアクセス

新しい資質を持った人材養成新しい資質を持った人材養成



電子図書館機能整備の方法電子図書館機能整備の方法

整備手法整備手法

１．一館だけで整備可能なもの
　　　例：貴重書の電子化

２．連携が必要なもの（これが大半）
　　　例：電子ジャーナル導入（図書館コンソーシアム）
　　　　　著作権問題（国レベル）
　　　　　電子ジャーナルなどのアーカイブズ（世界レベル）

３．まだ，よく分からないもの
　　　例：電子ブック（電子ジャーナルより影響大の可能性）



電子ジャーナル電子ジャーナル



電子ジャーナルのメリット
• 利用者の立場から

– 速報性、検索機能、リンク機能、時間的・空間的
制約の解消、複数利用者の同時利用

• 図書館の立場から
– 重複購入削減、雑誌管理業務（受入・製本等）の
軽減、ILL業務の軽減、書架スペースの節約

電子ジャーナルの機能と特質電子ジャーナルの機能と特質

学内利用場所を問わない、無制限

卒論生、大学院生，若手教員が自由に使える

　 高度利用，融合・複合領域支援

　　　（パラダイム転換後の２１世紀型学問の支援）

学内利用場所を問わない、無制限

卒論生、大学院生，若手教員が自由に使える

　 高度利用，融合・複合領域支援

　　　（パラダイム転換後の２１世紀型学問の支援）



電子ジャーナル発達略史電子ジャーナル発達略史

• 電子ジャーナルの急速な増加（１９９０年代）
– １９９１年：　　　　１１０誌　　　実験段階
– １９９３年：　　　　２４０誌
– １９９５年：　　　　７００誌
– １９９７年：　　１，４６５誌　　　実用化
– １９９９年：約 　　？ 　誌　　 　１０，３３２（Ulrich）
– ２０００年　　　　４０００誌以上 １４，７５７
– ２００１年　　　８，０００誌以上　２０，９３５
– ２００２年　　　？　急速に　　　 ２７，０８３　寡占化
実験段階・実用段階から高度化（総合化）へ　　　１０２社

• 無料サービスから有料サービスへ　　　　　１５，６２７誌
• フリーアクセスから正式な利用契約へ
　　　サイトライセンス、コンソーシアム（主流）



電子ジャーナルと図書館コンソーシアム電子ジャーナルと図書館コンソーシアム

• 図書館コンソーシアムとは
　　情報・資料を共同購入、共同利用するための図書館の連合体

• 図書館コンソーシアムの役割（利点）
– 有利な利用条件の確保
– 価格高騰の抑制→購入経費の負担軽減
– 契約業務の集中化による負担軽減
– アクセス対象範囲の拡大
– ＩＬＬ業務の軽減（実証済み）
– 統合インターフェースの提供（共同サーバ利用の場合）

• アグリゲータとしての役割
　　必須条件：強力な交渉主体が必要
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国立大学図書館協議会
電子ジャーナル・タスクフォース
国立大学図書館協議会
電子ジャーナル・タスクフォース

平成１２年９月目的と趣旨
１．国立大学図書館協議会を代表して、Ｅ社と柔軟かつ迅速に協議

２．Ｅ社以外の出版社の提供する電子ジャーナルについて協議

３．電子ジャーナルの導入に伴う学術情報流通の変化に関する当面　
　　必要な施策の検討

図書館人の自主的活動図書館人の自主的活動設立

「電子ジャーナル・タスクフォース」（主査：伊藤館長）の設置を提案

２年半で８０回以上の会議を東京で実施
大手５社＋αなどと協議
　１２，０００タイトル程度のコンソーシアム契約実現



協議のやり方協議のやり方
１）協議対象の確定

　　　　担当副社長を海外から呼び寄せ

　　　　日本支社などの交渉能力の確認．直接交渉の留保

２）日本の事情の説明（英文の説明文も準備）

　　　　国立大学の状況，会計法の縛り，

　　　　附属図書館の意志決定法（特に雑誌）など

３）国立大学図書館（９９＋α）を代表して協議

４）交渉のチェックポイントの整理

　　　　価格（有利な体系，CAPなど），重複調整可能性　

　　　　デジタルデバイドの解消（１モデル，１価格でない）　

　　　　サイトのカウント，Walk-in User，ILL，統計情報etc.　



電子ジャーナル・タスクフォース
の提案

各社契約テンプレート
具体案の作成

各社契約テンプレート
具体案の作成

アーカイブ、ミラー
サイトの可能性

エンドユーザーの
利用動向調査

教育プログラム
テンプレートの策定

電子ジャーナル共同プロジェクト

アーカイブ、ミラー
サイトの可能性

エンドユーザーの
利用動向調査

教育プログラム
テンプレートの策定

電子ジャーナル共同プロジェクト

NIIと国会図書館NIIと国会図書館 図書館主導型図書館主導型



図書館員による電子情報導入概要の説明
利用可能な電子情報の全てとそれぞれの関係
利用セキュリティとマナーについての説明

当日の質問表

事例報告-1

事例報告-2

電子ジャー
ナル説明
初級者用
出版社-１

電子ジャー
ナル説明
中級者用
出版社-１

及びモニターによる継続的フィードバック（１～２ヶ月後）
図書館（+出版社）による質問表の作成

事例報告-1

事例報告-2

電子ジャー
ナル説明
初級者用
出版社-2

電子ジャー
ナル説明
中級者用
出版社-2

事例報告-1

事例報告-2

電子ジャー
ナル説明
初級者用
出版社-3

電子ジャー
ナル説明
中級者用
出版社-3

事例報告-1

事例報告-2

電子ジャー
ナル説明
初級者用
出版社-4

電子ジャー
ナル説明
中級者用
出版社-4

図書館主導型
電子ジャーナル
教育プログラム

指導者講習会の予定
　デジタルライブラリアン



電子ジャーナル契約テンプレート電子ジャーナル契約テンプレート
ーエルゼビアサイエンス社ー

１．購読冊子体の一部を電子ジャーナル契約した（リミテッドコレク
　　ション契約）

２．購読購読冊子体の全部を電子ジャーナル契約した（コンプリート
　　コレクション契約）

３．分野別電子ジャーナル契約（サブジェクトコレクション契約）

４．フリーダムコレクション契約（全タイトルアクセスのための電子ジャーナル
　　契約）

５．サブコンソーシアム（多大な利益と連携の核）
　　確約付きでコンプリートコレクション契約でサブコンソーシアムを組むとタイト
　　ルの和集合にアクセスできる．日本全国で一本化．４６大学の国立大参加．

９４大学参加

　電子ジャーナル元年となった大学多数



①Academic Press　 　ＳＤに統合（平成１４年５月）

　　重複購入がある国立７大学の冊子体購読データを送り、
　　基本料金の再検討を要請．ＪＩＯＣコンソーシアム：
　　　 エルゼビアサイエンス社と協議中

②Springer
　　ＬＩＮＫコンソーシアムの契約モデル開発
　　全タイトル購読：
③Blackwell
　　電子ジャーナルのCollection モデルに関して、２０機関
　　以上でコンソーシアムを形成した際、年間入会金を無料。
④Wiley
　　Wiley InterScience EAL コンソーシアムについて、
　　国立大学図書館協議会向けの提案：
⑤ＩＳＩ（Web of Science，引用データベース）
　　コンソーシアム料金（約１５％OFF）：

その他の出版社との協議その他の出版社との協議
ーコンソーシアム契約の実現ー

４９大学参加

７７大学参加

６５大学参加

１５大学参加

５６大学参加
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国立大学の電子ジャーナル増加タイトル数（有料分）国立大学の電子ジャーナル増加タイトル数（有料分）

電子ジャーナル増加タイトル状況
（２００１から２００２年）
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７大学の電子ジャーナルの最近の整備状況７大学の電子ジャーナルの最近の整備状況

The number of electronic journal subscription of major national univiersities
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名古屋大電子ジャーナル利用画面名古屋大電子ジャーナル利用画面 学内利用



電子ジャーナル契約タイトル数と契約額の推移（全学）
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冊子体の量と質を越えて 新しい学術基盤の核



No. of subscripion titles (Nagoya Univ)
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名古屋大学の分野別利用タイトル数名古屋大学の分野別利用タイトル数

平成１５年度

分野別の利用可能タイトル数
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その他の成果
全国レベル

１．アーカイフ設置の可能性の追求
　　　　国立情報学研究所，エルゼビアサイエンス社

２．代理店契約から直接契約へ

３．文部科学省への附属図書館の活動をアピール
　　　　 　電子ジャーナル経費の新設（学内予算確保の種）

　　　　　　　デジタル研究情報基盤ＷＧの設置・答申
４．国際連携(ICOLC，SPARC,ISCA）の開始

個別図書館サイド

１．学内へのアピールが可能 学内予算の獲得

２．重複調整，全学的な学術基盤整備体制の開始

３．図書館（職員）の意識改革
　　　　



電子ジャーナルタスクフォース今後の課題

１．タスクフォースは平成１６年度以降も維持できるか
　　　附属図書館（国大図協）の交渉主体として

２．これまでの出版社との継続協議と他出版社との協議開始
　　　雑誌価格の安定化はほど遠い
　　　　 SPARCやICOLCなどとの国際連携

３．学術流通体制の変化への対応
　　　国際的な寡占が進む
　　　電子ジャーナル以外にも電子化は急速に進む
　　　国内発信情報のコラボレーション，国際発信

４．各大学図書館との連携強化
　　　公立私立大学図書館との連携
　　　学内活動（集金，電子ジャーナルの普及など）への援護活動



電子ジャーナルタスクフォースの最近の動き
１．新たな出版社などとの協議
　　　　Kluwer：交渉終了（平成１５年から実施）
　　　　アグリゲータ系（ＥbｓｃｏＨｏｓｔ，Proquestなど）
　　　　学会系（IEEE-CSなど）
　　　 　平成１５年度は，１０，０００タイトルを越える大学出現

２．５大手出版社＋αとのコンソーシアム継続
　　　　エルゼビアサイエンス社：ＡＰ社統合問題
　　　　重複調整の維持
　　　　公立，私立大学の参加について

３．国立大学の法人格取得と再編統合に関わるコンソーシアム
　　　の将来

４．アーカイブズ機能の開始（平成１５年１月）
　　



私立大学の電子ジャーナルコンソーシアム

平成１５年度　文科省から私学補助として電子ジャーナル
　　　　　　　　　導入経費（私情協）実現予定
　　　　　　　　
　　　　　　 　私立大学電子ジャーナルコンソーシアム？

　　　　　　　　　　多分，国立大学と同じオープンコンソーシアム

　　　　　　 　ＪＣＯＬＣ（設置形態を越えたコンソーシアム）

　　　　　　　　　　当面は，情報共有



（仮称） JCOLC = Japan Coalition of Library Consortia 概念図
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無償供与のサークル(Circle of Gift)
持続可能な購読体系（価格削減）

学会（出版社）学会（出版社）図書館図書館

著者

読者

研究者

・論文投稿
・査読、編集

・出版（配信）

・収集、組織化
・保存、蓄積

・利用、提供

ＳＰＡＲＣ活動などＳＰＡＲＣ活動など



今日の予定今日の予定

1．図書館を取り巻く新しい時代の背景

　　ー図書館経営の観点からー

２．学術情報と電子ジャーナル

３．学術情報の戦略的収集について

　　ー電子ジャーナルコンソーシアムの形成ー

４．図書館の情報発信の必要性

　　　ー名古屋大学の例などー

５．図書館の新しい戦略的連携について

６．質疑応答



研究科・学部

生産された
研究成果

デジタル化
メタデータ作成

センター

生産された
研究成果

デジタル化
メタデータ作成

附置研究所

生産された
研究成果

デジタル化
メタデータ作成
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キ
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機
能

コラボレーショ
ンシステム

附属図書館

デジタル・アーカイブ

学内関連情報機関

情報デジタル化支援・
ノウハウの提供

全学的協力体制

国
立
情
報
学
研
究
所
に
よ
る

全
国
規
模
の
ポ
ー
タ
ル
機
能

デジタル研究情報基盤ＷＧ報告
（平成１３年３月）

社会への貢献

　大学からの情報発信イメージ
附属図書館の役割
コンテンツ収集とメタデータ作成維持
管理を行う。
コンテンツは各組織が中心となって管
理するものと図書館が管理するものが
存在する。
どちらもコラボレーションシステム，キ
ャンパスポータルを経由し，発信される

デジタル学術情報の
体系的な発信



SINET/SuperSINET
機関共同サーバ

研究室等サーバ機関サーバ

ナショナル学術ポータル

（集中管理型）

学会

メタデータ・
ハーベスティング

メタデータ・
ハーベスティングJ-STAGE

国際学術
　　　コミュニティ

日本研究者

生涯学習需要

国内
学術コミュニ
ティ・大学など

電子ジャーナル
メタデータ

学会

学会

学会 学会

学術情報発信とメタデータ管理

大学
大学

大学

大学

大学

大学連合

国立情報学研究所



現在の大学情報発信型の限界

孤立型データ処理連携が弱い

維持管理に難 国際流通困難作成経費大

現在の情報発信

効果薄い



あるべき大学の情報発信

有効な情報資源の
要件

最新情報
技術導入

標準化
されたデータ

生涯学習
地域貢献
産学協同

　知的財産・情報倫理
に対応した情報発信機能

多様な
コンテンツ



　名古屋大学学術情報コラボレーションシステムの構築（文教活用）
教育研究情報資源

デジタル化
（XML形式）

図書館OPAC搭載

コンテンツ及びメタデータ収集

学内研究成果

On going研究情報

デジタル化情報源

・小中高「総合的な学習」での活用　

・郷土史等幅広い分野の研究に利用　

・生涯学習への活用

著作権処理　

情報倫理のフィルタリング

二次情報を広く提供

　標準検索システム(Z39.50)導入検討

DB構築
公開

コラボレー
ション環境

デジタル
アーカイ
ビング

情報発信機能

博物館美術館等

××学校

△△先生

利用者が関連データを作成
できる環境構築
幅広いデータを資源化するDB
構築

ボランティアによるDBの整備を期待

ボランティア参加の促進
社会への
フィードバッ
ク

教育研究環境の
拡大 　コラボレーション環境で作成

されたデータのマイニング



名古屋大学教育研究情報資源コラボレーションシステムの機能

教育研究情報資源

収集蓄積検索機能

コンテンツ収集

メタデータ生成

コンテンツ収集

情報受発信機能

学内生産知の情報
授業・公開講座・灰色文献

学内生産知の情報
授業・公開講座・灰色文献

学内へ

社会貢献

学外

総合的な
学習

経済データ

地域史料

生涯学習

情報提供

世界最高水準の
教育研究の推進

２１世紀型
新しい学問の創造

情報倫理
フィルタリング

教育研究の
質的高度化

コラボレーションシステム

メディアを
用いた出版

大学の理念目標
将来構想

研究成果
授業公開
シラバス
･･･

新しい連携研究手法

フィードバック

教育研究情報資源



スマートユニバーシティ
ユビキタス情報基盤
スマートユニバーシティ
ユビキタス情報基盤

キャンパスインフォステーション

ユビキタスネットワーク基盤 スマートＩＤカード

• プラズマディスプレイやタッチパネルによる
　情報提示・入力・取得端末の設置
• ＩＤカードとの連携により個人化可能
• Web技術を利用した容易な情報追加
•携帯端末等との連携（表示画面の取得等）

•学生証・職員証の無線タグ付
ICカード化

•各校舎の入退出管理との連動
• メディアセンター・図書館での
　セキュリティ向上
•出席確認の自動化
•学外からの学内情報システム
の利用

ユビキタス
情報基盤

•全学規模の無線ＬＡＮ導入により
　どこでも情報提供・収集が可能
• VoIPにより電話も移動利用可能



名古屋大学の情報発信の現状名古屋大学の情報発信の現状

第１期：目録の電子化など（遡及入力）

　　　　　　　後６年間で終了：２８０万冊　　　　　 外部公開

第２期：貴重書などの電子化（文化継承，積極的な社会貢献）

　　　　　　　伊藤圭介文庫，高木家文書など　　外部公開

第３期：電子ジャーナルなど役に立つもの　　　学内公開

　　　　　　　日本で有数（７０００タイトル以上）　　Wilk-inは可

第４期：高度な学習、教育、研究のサポート？　一部公開

　　　　　　　研究開発室を作って推進中
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Kiso 3 Rivers and Nobi Plain　　　　

木曽川・長良川・揖斐川（木曽三川）が平野西部に集中
⇒　輪中景観，三川分流計画

地域情報：政治，経済，生活落差
世界に誇る治水資料

高木家文書高木家文書
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①

②

③①　逆川洗堰逆川洗堰

②　大榑川洗堰大榑川洗堰

③　油島喰違洗堰油島喰違洗堰

　　　　　　



高木家文書

　

デジタル化とメタデータ化デジタル化とメタデータ化



宝暦治水の虚像と実像
　　　
治水史研究での低い評価

　　　　　

他方，広く認知された宝暦「薩摩義士」

　ギャップを解く鍵　→発生史的研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（羽賀祥二「治水の神の誕生」２０００年）

　　　　維新後の大水害と国営治水事業要求，宝暦治水の「発見」

　　　　1890年　大日本治水協会が薩摩藩士４５名の切腹を初公表

　　　　→顕彰運動の展開



１５０００
　画像

１５０００
　画像

錦窠(きんか)図譜錦窠(きんか)図譜

尾張が生んだ
偉人

近代植物学
を切り開く

本草学者
植物学者
博物学者
医者

第１号
理学博士



伊藤圭介生誕２００年記念展示会・講演会伊藤圭介生誕２００年記念展示会・講演会

　錦窠(きんか)図譜の世界

主催：名古屋大学附属図書館
　　　同研究開発室

○展示会：２００３年１０月１７日（金）～１０月３０日（木）　
　　　　１０時～１７時（土・日含む）
　　電子展示も予定
　会　場：名古屋大学中央図書館４Ｆ展示室ほか

○講演会：２００３年１０月１８日（土）１３時～１６時
（仮題）「博物誌」の時代と伊藤圭介

会　場：名古屋大学附属図書館５Ｆ多目的室



電子展示は継続中電子展示は継続中



図録ガイドの「解説」、「話の大意」、「翻刻」はメンバーが担当しました。



ホームページ古書は語る



ホームページ傾城禁短気

ここをクリック
すると．．．



ホームページ吹き出し１



ホームページ吹き出し２



ホームページ吹き出し３



今日の予定今日の予定

1．図書館を取り巻く新しい時代の背景

　　ー図書館経営の観点からー

２．学術情報と電子ジャーナル

３．学術情報の戦略的収集について

　　ー電子ジャーナルコンソーシアムの形成ー

４．図書館の情報発信の必要性

　　　ー名古屋大学の例などー

５．図書館の新しい戦略的連携について

６．質疑応答



図書館の連携（経営戦略として）図書館の連携（経営戦略として）

古くから必要性は認識
No library is island (D.アーカート)

実体は，設置形態の似た館館の限られた連携

財政的にも１館ではやってはいけない

環境（道具）はインタネット，デジタル化
社会の要請という風はふいている

設置形態を超えた実質的な連携

例：デジタルリファレンス



連携のポイント連携のポイント

機能分担：設置形態を超えて

分担収集

相互利用の高度化

図書館以外の機関との連携も
　　新聞社，出版社，その他

利用者の多様性
　　市民といえども研究雑誌，図書の要望（生涯学習，NPO）
　　個の時代，説明責任



電子図書館機能の連携電子図書館機能の連携

■効用のあるところ費用必要

■特定の資料について誰かがやればよい
　　国会図書館；明治の図書の電子化
　　大学図書館：独自の貴重書，生産情報の公開，研究開発
　　公共図書館：地域資料（歴史資料，文化遺産）

■誰かがやってくれるのを待っていてはいけない
　　電子化された資料のネットワーク



QuestionPointQuestionPoint参考例

OCLC, LC,100以上の図書館の共同プロジェクト

• 信頼性,持続性とも満足のいく共同レファレンス
　　サービスの提供

• Virtual Reference Serviceの構築
– 24時間毎日いつでも,QuestionPointを通じてプロのレファレ
ンスライブラリアンによるサービスを提供

• 世界中の図書館の参加,協力が成功の鍵



QuestionPointの流れQuestionPointの流れ
• 利用者からの質問を図書館員が整理
し,QuestionPointシステムへ質問を投げる

• 質問に対する最適の図書館を自動選択し,質問を
回送

– 該当分野，図書館の開館時間などが選択基準
• レファレンス質問と回答は,完了した時点でデータ
　　ベース化されQuestionPointデータベースに蓄積

– レファレンス質問をする前に,このデータベース
を検索することも可能



直面する問題への解決策直面する問題への解決策

• ネットワーク社会での図書館の存在感の確認
• まず図書館を使ってもらう
• そのために高品質のレファレンスサービスを
• 新たな顧客の獲得（経営の視点）
• 顧客がどこにいてもサービスを提供する
• レファレンスサービスの拡張



参加機関

協力機関
専門図書館

QuestionPoint 公共図書館

国会図書館
コンソーシアム

国際ネットワーク

大学図書館

学協会



電子ブック（e-Book，Online Book)

最近の外国の動き
　　netLibrary,　Safari Books,XanEdu，Jones e-global library,Ebrary
最近の外国の動き
　　netLibrary,　Safari Books,XanEdu，Jones e-global library,Ebrary

１０億ドル市場：またしても日本は遅れを？
　　　　　　　　　　料金徴収，著作権など問題も多い

日本の大学図書館の役割の可能性（連携を前提）日本の大学図書館の役割の可能性（連携を前提）

教科書（著者，利用者，サービス：学内，大学間連携）

WebCT，e-Learningとの連携，マーケットの確保

電子学位論文
　　　既に試行はされているが成功していない

どのように収集・運用するか（影響大）？？？どのように収集・運用するか（影響大）？？？



図書館および職員に求められるもの図書館および職員に求められるもの

１．学内連携・地域連携・全国連携・国際連携
　　　情報技術の活用と連携

２．文化情報資源の維持と発展
　　　時代の流行にとらわれない

３．情報技術を活用した新しい知恵
　　　研究開発機能

館長，職員が一丸となって外向きに

　　　企画立案力（経営戦略）をつける：新しい資質　
　　　　（知識・技術とサービス）



今後も大波が予想される
歴史的転換点とパラダイム転換
　・さらなるIT技術の導入

　　とコンテンツの多様化
　・存置意義の説明責任
　・経営努力（多様な利用者ニーズ）

図書館にとっては危機的状況（変革チャンス）
　・迅速な情報共有，意志決定システム
　・受動的から主動的な活動へ（できることは何でもやる）
　　　図書館が支える学術基盤

図書館

教育研究支援教育研究支援

たゆまぬ大学図書館の再設計の努力たゆまぬ大学図書館の再設計の努力

図書館は成長する有機体である
図書館とは成長し、変化していくものである
（図書館学の五法則，ＳＲランガナタン，１９５７）

大学図書館大学図書館



今日の予定今日の予定

1．図書館を取り巻く新しい時代の背景

　　ー図書館経営の観点からー

２．学術情報と電子ジャーナル

３．学術情報の戦略的収集について

　　ー電子ジャーナルコンソーシアムの形成ー

４．図書館の情報発信の必要性

　　　ー名古屋大学の例などー

５．図書館の新しい戦略的連携について

６．質疑応答
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